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　0．今回1996年のICME　8（第8回国際数学教育会議International　Congress　of　Mathematics
Education）はスペインのセビーリャで7月開催と、日本の夏休みにかからなかったため、　AMI（数
学教育協議会）としての団体参加は不可能となり、私個人としてどうしようか本当に迷いました。そ
れに7月26日に大学の方で重要業務が控えていて、東数協のポスト・コングレス・ツアーにも参
加はできないので、半分は個人的なつこうで1週間早く（7月7日）出て、マドリッドで資料収集
して、13日にスペイン新幹線でセビーリャへ移動、閉会式の21日に帰国する計画にしました。
したがって残念ながら東数協のツアーとも擦れ違いで，現地での交歓はできませんでした。
　資料とは何かというと、CDと書籍のことで、あとはバロック教会巡りです。とくにマドリッド西
北50kmのEl　EscorialにあるフェリーペH世の建てた王宮・修道院と南西180　kmにあるGuadalupe
の王立修道院を訪ねたかったのでした。しかし後者の方は近くに鉄道の駅もなく、現地で調べたら
観光バスもなく諦めましたが、El　Escorialの方は9日の午後の観光バスでゆくことができました。
Guadalupeの方を諦めた代わりに、マドリッド南方70　kmの旧都Toledoを直行路線バスでいって1
日かけて歩き回りました。この街を一言で評すればEI　Grecoはほんとにすごいの一言に尽きます。
スペインは非常に地方色の強いところで、各州で文化省の肝入りでその地の歴史的オルガンや新旧
の作曲家のCDが出ているはずなのですが、輸出を意図していないせいか、日本などにはなかなか
はいってきません（解説もスペイン語のみ）。それを漁りたいことと、スペインのバロック美術や歴
史的オルガンや教会の写真などの資料を買い求めたかったのでした。さすがマドリッド、6日間の
滞在でまあまあ満足のゆく結果が得られました。
　1．往きの便は、日航JL405便　7日12：20成田発～17：10Paris　Charles－de－Gaulles着、イベ
リア航空IB3445便　同19：20発～Madrid　Barajas　21：20着。定刻どおりの飛行でした。
　夜9時を過ぎているのに、マドリッドはまだ微かに明るい。ただちにタクシーで予約したホテル
Hotel　Arosaに投宿しました。このホテルは街の中心Gran　Viaに近く、地の利はきわめていいのです。
　翌8日はセビーリャ行きのスペイン新幹線AVE（Alta　Velocidad　Espafiolの略、　ave鳥に引っ掛け
てある）の予約と市内観光にあてました。朝ホテルを出て、グランビーアを西にゆき、スペイン広
場へ出てから左へ折れ、見慣れた王宮前へ出ます。ここは工事中でまるで足の踏み場もありません。
その裏へ回って、いつも寄る音楽専門店Real　Musicalで早速CDを11枚も購入してしまいました。
スペイン各地のオルガンやスペイン現代音楽のCDです。王宮前の広場に戻り、さらに南下すると、
San・Nicolasという小さい教会があるので、暑さよけを兼ねてはいってみると、そこの神父さんが便
利なパンフレット
　　　　Arte　Religioso　en　Madrid（5冊1セット）、　Academia　de　San　Damaso
　　　　　　　1300pts　（なお1ptペセータ＝0．9　円）
を売っていましたので、早速買い求めました。これでマドリッドの各地区のバロック教会のあり場
所と歴訪ルートがいっぺんでわかります。そこから王宮前の道路を渡ると、王宮の南側に、一際目
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立つ異様な姿の教会があります。　Nuestra　Sefiora　de　la　Almudena，これは19世紀から20世紀に
かけて作られた新しい教会です。
　午後はAVEの予約をしてから、一度ホテルに帰り、夕方6時頃（まだ充分明るいのです）また出
掛けて、先程のパンフレットにしたがって、グランビーアを挟んでホテルと反対北側の探索に出掛
けましたが、ほとんど締まっていて中は見られませんでした。見られたのは、San　Antonio：楕円形
の丸天井COpula、だまし絵trompe－1’oelでまさにバロックなのですが、いかにも安っぽくて出来は
いまいちという感じでした。San　Ant6n：こちらは比較的有名なのですが、どうということもありま
せん。個性が見られないのです。メトロで取って返し、今度はホテルの南側、前にも見たことがあ
る王立洗足（女子）修道院Monasterio　de　las　Descalzas　Realesへ行く。たまたまミサ中で自由散策
はできませんでしたが、左右に立派なオルガンを備えた、小さいながらも見事なバロック教会でし
た。
　7月9日は午前ブラード美術館、午後エスコリアル修道院Monasterio　de　San　Lorenzo　el　Real　de　el
Escorial巡り。後者は現地観光バスだったので、自由行動が利かず、見たかった付属聖堂Basilicaな
どは見られず不満が残りました。これは個人旅行でゆくべきでした。トレドの方は最初からそうし
ようと思い、直行路線バスの時刻表Orarioを貰うため、途中例の教会案内の道順に従って教会巡り
をしながら、国鉄アトーチャ駅の南にある南バスセンターまで行くことにしました。まずホテルの
近くから。
　　Nuestra　Sefiora　del　Carmen　y　San　Luiz：バロック、見事、巨大
　　Santa　Cruz：クラシック、おもしろ味なし
　　Catedra1　San　Isidro：前にも見たが、こじんまり、元イェズス会
　　San　Cayetano：明るい、主祭壇が華麗で見事
　　San　Lorenzo：たいしたことはない
　帰りは国鉄アトーチャ駅近くの近代美術館Museo　Nacional　Centro　de　Arte　Reina　Sofiaへ行き、
ピカソのゲルニカなどにご対面しました。ホテルで昼寝の後、プエルタ・デル・ソルにあるデパー
トのチェイン店El　Corte　lngl6　sでCD漁り。ここは先のReal・Musicalよりだいぶ安かったので、10
枚も買いました。いずれもスペインの歴史的オルガンや古楽の珍しいCDです。その近くにフラン
スのチェイン店のフナックfnacが進出しているのですが、こちらは全然貧弱でめぼしいものはあり
ませんでした。たまたまホテルの下1階はCasa　de　libroという大きな本屋だったのですが、スペイ
ンのオルガンの写真集もスペインバロック美術のみの評論も見当たりませんでした。
　2．11日は古都トレド観光。きのうのバス・センターでトレド行き10：00発の切符を買いまし
たが、よく見るとこれは座席指定で570ptsで、往復でも1140　ptsですから、半日観光バスの代金5000
ptsよりはずっと安いものです。外国人相手のこの手の観光バスがいかに高いかわかりました。
　バスはノンストップで、きっちり1時間でトレドに着きましたが、そこは城壁の外で人に聞くと
バスを乗り継げといいます。昔とは違いました、これは誤算でした。行く先も乗り場もわからない
ので、タクシーにしましたが、値段は僅か370ptsです。これで着いたのは、つまりクルマがはいれ
たのは、ほんの入り口Pl．　de　Zocodoverまでで、あとは全部徒歩。それだけ規制が強化されたのだと
思います。
　そこから歩いて数分でカテドラル。　まず今回は、前回の団体旅行では見られなかったサクリス
ティ（聖具室）にはいりました。ここはLuca　Giordanoの天井画とEI　Grecoの作品（祭壇画）Explio
（略奪）とでまさに圧巻。ただし有料（150pts）です。団体旅行の「目」のなさを痛感します。市
庁舎前の広場を通って次はSanto　Tom6、エル・グレコ最高傑作「オルガス伯の埋葬」に再会。近く
のエル・グレコの家、前と違ってだいぶきれいになり、たくさんの模写で飾られてはいますが、そ
れだけにかえって抜け殻のように感じるのは、捻くれでしょうか。　ここまでは前回も見たもので
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すが、次のSinagoga　del　Transito、ミ
シュラン（フランス語版）の案内書では
2つ星ですが、人が一杯なので諦めて、
同じくユダヤ教会からキリスト教会に
改装されたSta．　Maha　la　B監anca、さらに
その先の修道院S．Juan　de　los　Reyesな
どを見ました。
　あとはS．Romanとその裏の博物館
で、この地の重層的文化の証拠を確か
めながら、最初の広場Pl．　de　Zocodover
に戻り、階段を下ってMuseo　Santa　Cruz
へはいりました。ここもまさに重層文
化の展示室ですが、2階にはエル・グレ
コの逸品「聖母昇天」があり、必見。中
庭Claustroもいい。うまくて安い昼食の
後、午後4時過ぎ、タクシーで城外、帰
りのバス・ターミナルに近いHospita1．
de　Afueraへ向かいました。ここのムセ
オは有料（200pts）です。エル・グレコ
もありますが、貴重な一品はJos6　Ribera
の「髭の生えた女」です。壁にこれ一つ
だけが掛かっていました。教会もクリ
プタも見ましたが、たいしたことはあ
りません。ただ何もない中庭Claustro
は、この日の光線と暑さの具合からか、
まことに心地よく魅力的でした。
EI　Grecoの「略奪」
　翌12日も教会巡りをしましたが、ほとんど締まっていてたいした収穫はありませんでした。本
はGuias・Anisticas　ElectaのSevilla編1冊買った程度、　CDは例のEl　Corte　lng16sで、先日後送りした
主として現代スペイン音楽のCDを10枚ほど購入しました。13日はいよいよセビーリャへ移動
する日ですが、午前中の時間は、2回程階下のCasa　de　libroへ行って物色、やっとやや専門的な
　　Jes　Os　Angel　de　la　Lama：EI　Organo　Barroco　Espafiol
を購入。マドリッドでの資料収集は終りました。
　3．さて、7月13日（土）マドリッドのPuerta・de・Atocha駅14：00発セビリャSanta　Justa駅16：
26着で、ICME　8の開かれるセビーリャへ向かい、予約した、旧市街オサーリオ門近くのホテルDon
Pacoにはいったのは、5時前でした。この宿を選んだのは、以前団体旅行で利用して感じがよかっ
たのと旧市街にあって地の利がよいからです。
　フランスTGVの技術導入でつくられたこのスペイン新幹線AVEは、マドリッド～セビーリャ間
540kmを約2時間半で走るわけですから十分速く、ご本家のTGVよりずっと乗り心地のよいもの
でした。　それでいてわずか9200　pts，東海道新幹線東京大阪間の13，480円よりずっと安いのです。
　ただこの指定券を買うのに8日地下鉄で、Atocha駅にゆくメトロの車中で、そのために換金した
2万ptsを掬りに見事に掬られたので、結果的には高くついてますが。
　午後5時とはいっても、夕方とは名ばかり、5：30頃散歩にと北の方のSan　Marcosまで歩きまし
たが、暑いこと暑いこと、日陰を縫っていっても汗びっしょりになってしまいます。それにきょう
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は土曜日で商店は休み、街路には人の姿はもちろんのこと、犬一匹も見掛けません。これは家内の
ようにホテルで昼寝している方が正解でした。マドリッドも暑かったわけですが、内陸でしかも標
高600mの高地ですから、昼でも日陰は涼しく朝晩はやはり過ごしやすかったのですが、このセ
ビーリャは海岸に近いせいか、けっこう蒸し暑いのです。早々にホテルに立ち返って後、「夜」の9
時過ぎに出掛けて、といってもまだ明るくようやく夕方といった感じです。　近くのバルLos　Ni　fi　os
del　Rorで夕食。小魚のフライ1500　ptsと野菜サラダ500　pts、生ビール1杯100　ptsで食べ切れない
くらい。ともかく安いのです。以後このバルはたびたび利用することになります。
　翌14日は近くの教会巡りと大会登録に費やしました。
　午前10時前に出掛け、ホテルの前の三角広場の角にあるSanta・Catalina、ここはいつきても締まっ
ていて中が見られませんでしたが、　このときはミサをやっていて拝見できました。そこから北へ
いって、昨日のSan　Marcosやその先左側のSan・Lufs、右側Santa　Marinaに行きましたが、みんな締
まっています。開いていたのは、Omnium　Sanctorumとホテルの近くのS．　Pedroだけで、前者はミサ
中、後者には小さいながらきれいなオルガンがありました。
　一度ホテルへ帰り、正午ひとりで大会登録に出掛けました。まず15分ほど歩いてSanta　Justa
の国鉄駅に行きデスクを探しました。たしかにプラットフォームの出口のところに、デスクはあり
ました。名前と登録申込書を見せると、名簿で確認はつきましたが、それからが大変。この駅で登
録ができて書類一式が貰えると思いきや、登録はAvenida　de　la　Reina　Mercedesにあるセビーリャ大
学理学部の情報学科へ行けというのです。タクシーにでも乗ればよかったのですが、39℃を超え
る炎天の中バスを乗り継いでやっとそのキャンパスに到着し、必要な書類を貰い、帰りは勝手知っ
たので、複雑な路線バスに乗って、スイスイとホテルに帰着しました。
　4．さてICME　8の開会式は15日（月）で、会場は市街の東のはずれにあるコンベンション・セ
ンターEl　Palacio　de　Congresosですが、音響効果劣悪で、通路に置かれたスピーカーのまん前に陣取
らないと聞き取れないのです。それに耳が固くなって英語もうまく聞き取れないので、ほんの感想
ですが、ICME副会長でカナダのSierpinska女史の「数学教育はどこへゆく？」は、数は量にもとず
くべきだといったAMIに近いことをいっていたようですが、具体策に乏しいことは覆いようがあり
ません。第2講演はICME会長で、スペインのMiguel　de　Guzman氏で「数学教育における数学者の
役割」。主として哲学的議論で、最後はピタゴラス、ヒパチア、オイラー、ボアンカレ、ワイエルシュ
トラス、サンタローなど、数学あるいは数学教育に寄与した数学者の肖像をOHPに託して写しだし
て、お茶を濁していました。これはスペイン語でしたが、わたしには英語より聞き取りやすかった
ように思います。しかし、第1講演の英語のときにはあんなにいっぱい人がいたのに、このスペイ
ン語の話のときは英語圏の人がほとんど退席して閑散としてしまいました（これホントです）。　こ
んな露骨なことありなのでしょうか？　スペインにきたのなら、スペインの数学教育の実情、スペ
インの人のいうことをむしろ積極的聞こうとするのが公正な態度だし、それに礼儀というべきもの
ではないでしょうか。
　午後4時からインターナショナル・ラウンド・テーブル、つまりパネル・ディスカッションがあ
り、USA、ロシア、中国、ベルギー、スペインのパネラーと司会とで、この司会はなかなかうまかっ
たのですが、議論は噛み合わない感じがしました。あとは例のハッピーアワーで、ビールとワイン
の飲み放題。
　5．16日（火）以後はワーキング・グループWGが何と8：30から始まるのです。何でそんな
に早く始めるのかといぶかったのですが、セビーリャで暮らしてみてわかりました。緯度はだいだ
い東京と同じですから、日照時間は同じようなものですが、午前7時すぎに夜が明け、午後10時す
ぎに日が暮れるので、日本と比べると3時間は早起きしている勘定になります。1時間は夏時間、1
時間はセビーリャが東経15度の中央ヨーロッパ標準時の経線より西にあるため、そして1時間は
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セビーリヤ人Sevillano／Sevillanaが早起きしているからです。　銀行だって8：00には開いている
のです。午前の部はWGのあと2コマのレクチアーがあって13：30に終り、午後の部は17：00か
ら始まり、2i：00からのhappy　hourで終わるのですが、これは日本流の時刻でいえば、午前の部
は5：30－－10：30，午後の部は藍4：00－18：00というのと同じです。たしかにバランスは取れ
ています。要するに早起きと例のsiesta（昼寝）のためですが、実は連日40°C近い熱暑の地なの
でこの時間でないとまともに仕事にはならないのです。　ですから8時半始まりは正解でした。ま
た、なぜ8月でなく7月開催なのかもわかりました。8月はもっと暑く48°Cにもなるそうですし、
バカンスvacacionesで商店はいっせい休暇にはいりますから、観光客がきてもおもしろくもおかし
くもないからです。
　個人で宿をとったため巡回バスが配車されないので、第一時限目のWGは、火水と2日間は遅れ
て出ましたが、金土はさぼり、2、3時限目のレクチャーに顔を出しました。16日ブラジルの
d’Ambrosio氏の「民俗数学」、主として哲学的分析で具体例に乏しい（スペイン語）。ドイツのKaiter
女史の「数学嫌い」、わかりやすい英語だったがやはり具体的ではない。17日はスイスの
Kirchgraber氏の「スイスの中学の数学教育」、Leitprogram、つまり柔軟性のある教育課程ということ
か、このようにドイツなまりの英語で何をいっているのかさっぱりわからない。　スペインの
Balbuena氏の「数学教育の革新」、ここはスペイン語圏の人びとで満杯、これまでのいく人かの人の
意見の要約と自己主張の柱、カナリヤ諸島での数学週間の試みをスライドで説明。スペイン語のレ
クチャーに好んで出てみましたが、すべてスペイン語圏の人で満員、英語圏の人の姿はあまり見か
けませんでした。英語での発表には逆にスペイン語圏の人がなじめなかったとすると、それぞれ
第2位3億、第4位2億弱という大言語族での交流のむずかしさは痛感いたしました。　後半19
日（金）、20日（土）はトピック・グループTGで、　TG　1の「小学校算数」に出てみました。これ
は当初から2つの小グループに分けられて、1つは英語発表で入門期の数と加減法、他方はスペイ
ン語主体で単位と除法というテーマ。これもスペイン語の方に出てみましたが、発表は3つで、1
番目はコロンビア・グループの人（男）の「長さと面積の量化」の話しで、部分vs全体のシェーマ
と単純単位vs複合単位、連続量vs離散量の分類、実例が2つ示されましたが、この両者がどうつな
がるのかは不明。2番目は英語発表（女）で「除法の筆算のアルゴリズムと文章題」、3番目はイタ
リアの人（女）で「数学ラリー」、いちばんよくわかったが内容は散発的。20日（土）もこのTG
1の第1小グループの方へいくと、1番目は英語で位取りの間違いや除法のつまずきについて、2
番目はフランスの人（女）がスペイン語で長さによる分数の導入、面積による分数と小数乗除の意
味づけについて発表していました。後半は2つの小グループを合併して全体討論をしょうとするの
ですが、ここでも英語とスペイン語がすれ違って議論にはなりませんでした。　それでも小学校は
題材が具体的ですので、わかりやすかったのはたしかです。
　一般にこちらの人は、言葉でぺらぺらしゃべるか、書かれた文章をOHPに写し出すかするだけで、
数式や図解を活用して言語の壁を乗り越えようという努力はあまりなさらないようです。これでは
折角の数学の国際性が泣くのではないでしょうか？　これは、表音文字の国の音声第一主義による
もので、その不十分さに対する自覚が必要だと思われますが、それは見られませんでした。
　ICMEもオリンピック大会と同様、回を重ねるごとに規模が大きく派手になってきていますが、
その代わり全体の焦点が定まらなくなってきているように思われます。毎度感じることですが、WG
もTGも小学校はきわめて手薄です。小学校こそ具体的でわかりやすい討議ができるはずなのです
が、小学校教師の参加が少ない（先のTG　1でも50名ほど）のではどうしようもありません。　現
地語の分科会をふやして、彼等の参加を容易にしなければ、この欠陥は直らないでしょう。大部分
が中学以上の専科の教員、教員養成大学の先生主体では、どうしても話は抽象論・一般論に終わっ
てしまうのではないでしょうか？
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　次のICME　9は、2000年に日本は東京の幕張メッセで行われるそうで、日本数学教育学会からは
AMIにも協力の要請がきています。セビーリャでも、AMIになかなか気を使っていました。しかし、
協力するにしてもこうした点の改革が必要なように思います。
　6．最後にセビーリャの街そのものの話をしましょう。
　わたくしがセビーリャを訪れるのは、もう1976、87、90年に続いて4回目です。とくに1987年
には、バイクに乗った2人組のひったくりに会い、文字通り身ぐるみはがれる被害を受けましたが、
この街はそれにもかかわらず大好きなのです。それはこの街が、ヴェネーッィアと並ぶ迷宮都市で
あることと、バロック芸術の宝庫であること、3番目にいたるところにバルがあって気楽に一杯や
れるからなのです。この旧市街を歩きまわりたいからこそ、わざわざ個人で旧市内のホテルを予約
したわけで、会議の合間をぬってせっせと歩きまわりました。
　カテドラルやアルカーサル、ピラトの家など普通の案内書に出ているところはすでに見ています
ので、今回はバロック教会だけを覗けばよいのです。どんなセビーリャ美術の本にも出ているのは、
例の銀座通りSierpesの通りからちょっとはいったところにあるCapilla　San　Jos6で、今回はいった
ときはミサをやっていました。小さいながらも内壁一面豪華に飾られた見事な小礼拝堂、小粒なが
らオルガンも見事ですが、まだCDはありません。次はそこから1本道をはさんだ東側にS．　Salvador
（救世主）の教会があり、これも一見に
値します。ここの美しいオルガンはCD　　　　　　　　CApILLA　DE　SAN　JOSE，
が出ていて今回入手しました。　第3
は、旧中央駅近くにある市立美術館（こ
れは必見、今回も見たが一層充実され
た）の近くのSanta　Maria　Magdalena、こ
こも以前さんざん見たが、やはりすご
いもの。　第4位は、わたくしの投宿し
たホテルDon　Pacoからも程遠くない
（5分ほど）San　Luis、以前も見ました
が、今回5、6回もそばまでいってみま
したがすべて閉、あたっていないのか、
反対に家内がひとりで朝通ったときは
いれたといっていました。　第5位、こ
れは観光客のくるSanta　Cruz地区から
ちょっといったSanta　Maria　la　Blanca、
ここは19日（金）の朝いったら、たま
たま日本人のICME参加者とその前で
お会いしたので、いっしょの見物を勧
めました。これもミサ中でしたので
ゆっくりはできませんでしたが、小さ
いながらもすごいバロック、しかもイ
スラム美術とも融合した独特唯一無二
の珠玉の教会。こうしたものを見るの
は同じく珠玉の体験といえるでしょう。
あとあげるときりがないのですが、最
後にひとつだけ、宿から近くなのに以
前見られなかったSanta　Paulaの女子修
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道院がありました。19日（金）の早朝（というのは、教会は早朝か夜遅くでないと開かないので
す）そこにいったら、開館時間の10時より早かったにもかかわらず、門が開いていて教会の内部
を見ることができました。これも小さいながらも見事なバロックで、わざわざ鍵で開けてくれた門
番の老人に100ptsをはずんでしまいました。
　マドリッドあるいはバルセロナと比較してみても、セビーリャの教会ほど華麗な美術品を内蔵し
ているところはありません。これは、マドリッドでは王宮が、バルセロナでは商人、つまりブルジョ
ワがパトロンであったのに対して、ここセビーリャでは教会が芸術の注文主であり庇護者であった
からです。セビーリャのバロック教会はまさに美術品の宝の山です。こういう街は他にヴェネーッィ
ァとおそらくナーポリを除けばないでしょう。
　セビーリャのバル、これもまた一種独特です。もちろんバルはマドリッドにもバルセロナにもあ
りますが、ここセビーリャ旧市ほどその分布密度の濃いところ、またこれほど女性も含め、一般市
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民が気楽に利用しているところはないのです。セルベーサ（cervesa、決してビールなどといっては
なりません、スペインの人はこの語に独特の誇りをもっていますので、この語を発するだけでまず
受け入れられますから）1杯100　pts（百円）、これは万博後の物価高にもかかわらず、わたくしが
初めて訪れた1976年とちっとも変わっておりません。もちろん円高ということもあるでしょう、し
かしこうやって昔ながらの気分が味わえるのは何とも嬉しいことです。ただし、その1杯の容量が
店によって違います。われわれ酒飲みはそれで安いか高いか判断するわけです。
　わたくし達は、ホテルの近くの交通交差路のまさに角にあるLos　Nifi　os　del　Florというバルを愛
用しました。ここのアサリのオリーブ油いためや小魚のフライのおいしかったこと、すっかり仲良
しになり、何回利用したことでしょうか。最後の20日（土）の夜食では、むこうがレパントLepant
（ヘレスの代表的ブランデー）を余分に奢ってくれました。会話はすべてスペイン語でした。やはり
こういうところが、現地語による交流の醍醐味なのだろうと思います。
　帰りは、閉会式には出られず、午前10時過ぎにホテルを出て帰路につきました。個人旅行なの
で、ルートはやや厄介で、セビーリャ　　サンチャゴーロンドンー成田となりました。
　　イベリア航空IB2907便7月21日13：45　Sevilla発～14：55　Santiago　de　Compostera
　　IB5126　15：45同発～16：40　London　Heathrow
　　JL402　20：00同発～22日15：00成田着
で無事帰国しました。
Santa　Paula
